
設置者

　住　所

　氏　名

記

1

2 郵便番号 住所

3

郵便番号 住所

郵便番号 住所

6 令和 8 年 6

7 令和 8 年 6

クラブ室 80 ㎡ 2.00 ㎡

40

4 名 1 名

0 名 1 名

19:00

8:00 から 19:00

10

11

12

29

（ 41 ）

3

（ 15 ）

4

（ 6 ）

15 令和 9 年度

16

※１　支援単位が２つ以上となる場合は、２支援単位目以降を第１号様式乙に記載ください。

直接契約の有無（民設民営の場合のみ） 有

17 利用料

月額 14,000 円

協議書提出有無
（月額利用料14,000円を超過する場合）

多様な遊びや体験活動の実施有無 有（別紙様式２のとおり）

東京都福祉サービス第三者評価受審有無 有 受審予定

学童クラブ外部からの搬入
（学童クラブによる手配）（春季休業期間の全日数）

14 活動内容

児童の意見を聞く場や機会創設有無 有（別紙様式２のとおり）

学童クラブ外部からの搬入
（学童クラブによる手配）（夏季休業期間の全日数）

有 冬季休業期間
日間提供

提供方法
学童クラブ外部からの搬入
（学童クラブによる手配）（冬季休業期間の全日数）

有

13 長期休業期間中の昼食提供

有 夏季休業期間
日間提供

提供方法

春季休業期間
日間提供

提供方法

国庫補助の有無 有

職員の勤務条件や賃金体系の策定有無 有

職員の資質向上のための研修計画策定有無 有

9 開所時間

平日 放課後から 　まで

土曜日・長期休業期間 　まで

名

職員体制

放課後児童支援員（常勤） 放課後児童支援員（非常勤）

補助員（常勤） 補助員（非常勤）

学童クラブ事業開始年月 　月

認証学童クラブ事業開始年月 　月

8

支
援
単
位
ご
と
の
状
況

（

※
１
）

東
京
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー

ル
南
麻
布

ア
フ
タ
ー

ス
ク
ー

ル

専用区画面積 （児童数で按分したときの１名あたりの面積）

児童数

代表取締役　坪谷　良

5 運営主体

名称 株式会社東京インターナショナルスクールグループ

住所 153-0064 東京都目黒区下目黒２－２０－２８ いちご目黒ビル６Ｆ

代表者 代表取締役　坪谷　良

設置・運営形態 民　設　民　営

4 設置主体

名称 株式会社東京インターナショナルスクールグループ

住所 153-0064 東京都目黒区下目黒２－２０－２８ いちご目黒ビル６Ｆ

代表者

　株式会社東京インターナショナルスクールグループ　代表取締役　坪谷　良

　東京都認証学童クラブ事業実施要綱第５章１（１）アの規定により、下記のとおり申請します。

学童クラブ名 東京インターナショナルスクール南麻布アフタースクール

学童クラブの所在地 106-0047 　東京都港区南麻布２－１１－１０ ＯＪビル２Ｆ

第１号様式甲

令和8年5月13日

東京都認証学童クラブ設置申請書

東京都知事　　殿

　東京都目黒区下目黒２－２０－２８ いちご目黒ビル６Ｆ



別紙様式２

１　児童の意見を聞く場や機会の創設

２　多様な遊び及び体験活動

２～３回

4 回

３　要件

児童の意見を踏まえた内容となっ
ているか

は　い 「参加する」「参加しない」を児童が選択できるか は　い

「地域の文化等に触れる体験」

・近隣学童とも連携して、TIS本校（高輪ゲートウェイ）の体育館で学童対抗のスポーツイベント
など
・きょうだい・家族・友人を施設に招いてサマーフェスティバル改正、学童内での開催に限らず、
加盟町内会のお祭りや町内会イベントへの参加やハロウィンイベントの実施（Trick or Treatで地
域の商店街等、協力いただける先の訪問も想定）

「自主学習」 毎　日

宿題コーナーを設置し、登クラブ後30分程度の自主学習を促す。
読書コーナーを設置し、読書スタンプシステム（スタンプを集める）等、読書を促す取り組みを実
施。
自学英語教材や英単語クロスワードなど一部、当スクールで使用している資材を利用・TISGらしさ
も加味する。

「児童の意見を反映させた行事」

Spirit week（学期に1回想定）：スクールへの愛校心や一体感を高めるために、決められたテーマ
に沿った服装や髪型で登校するイベントを実施。テーマは生徒が話し合って決める：例）服の色・
ちょっと変な格好（Tシャツを被る・左右違う靴下など学校帰りでも無理のない範囲で設定）。サ
マーフェスティバル、ハロウィン、クリスマス、節分等、季節のイベントを子どもたちが考え・実
施する（今年度が開所が6月中旬のため、サマーフェスティバルではなく、秋祭り等、別時期も想
定）。

「身体を動かす遊び」 毎　日

ホールを利用。室内でできるボール遊びや壁に設置されているクライミング、縄跳び、バランス
ボールを使った陣地ゲームなど、当アフタースクールで日常的に実施している遊びを実施。
安全な室内での身体を動かす遊びを取り入れる。

「製作活動等」 毎　日

教室内またはホールに数か所のブースを設定し、それぞれ、ゲームコーナー、折り紙・塗り絵コー
ナー、工作コーナー、手芸コーナーなどを設置。子どもたちは、自分の好きなブースを選択して制
作活動をする。

活　動　内　容　の　詳　細

第１号様式における多様な遊びや体験活動については、下記のとおりです。

記

具体的な内容

登クラブ後、16時30分頃から当日参加者全員でサークルタイムを実施。
日直のような役割（今日のリーダー）を中心に、15分程度の始まりの会を行い、ルールの確認・今日のホール遊びのアイデアや希望を募る。

項目 実施回数 具体的な内容


